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(57)【要約】
【課題】壁紙切断用テープの終端が近づいて、巻き出し
切れが発生することを事前に検知することが可能で、従
来の自動壁紙糊付機のように、壁紙切断用テープが貼着
されない状態で、糊付け工程が行われることのない壁紙
切断用テープ、および、壁紙切断用テープを用いた自動
壁紙糊付機、ならびに、自動壁紙糊付機の制御方法を提
供する。
【解決手段】ロール形状に巻かれた壁紙切断用テープ２
００の終端Ｔから所定の距離上流側の検知位置に、壁紙
切断用テープ２００の巻き出し切れを事前に検知するた
めの巻き出し切れ検知手段２０６が形成されている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動壁紙糊付機において壁紙の糊付け面に貼着され、壁紙施工において壁紙を切断する
際に用いられる壁紙切断用テープであって、
　前記壁紙切断用テープが、前記壁紙切断用テープを自動壁紙糊付機において用いるため
に、ロール形状に巻かれた形状であり、
　前記ロール形状に巻かれた壁紙切断用テープの終端から所定の距離上流側の検知位置に
、前記壁紙切断用テープの巻き出し切れを事前に検知するための巻き出し切れ検知手段が
形成されていることを特徴とする壁紙切断用テープ。
【請求項２】
　前記巻き出し切れ検知手段が、前記壁紙切断用テープの色と相違する色を有する有色部
から形成されていることを特徴とする請求項１に記載の壁紙切断用テープ。
【請求項３】
　前記巻き出し切れ検知手段が、前記壁紙切断用テープの材質と相違する金属から構成さ
れる金属部から形成されていることを特徴とする請求項１から２のいずれかに記載の壁紙
切断用テープ。
【請求項４】
　前記巻き出し切れ検知手段が、前記壁紙切断用テープの情報が記録された情報部から形
成されていることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の壁紙切断用テープ。
【請求項５】
　前記巻き出し切れ検知手段が、前記壁紙切断用テープの形状と異なる形状を有する異形
部から形成されていることを特徴とする請求項１から４のいずれかに記載の壁紙切断用テ
ープ。
【請求項６】
　前記壁紙切断用テープが、前記壁紙の裏面の幅方向の一方の端部に貼着された壁紙切断
用下敷きテープであることを特徴とする請求項１から５のいずれかに記載の壁紙切断用テ
ープ。
【請求項７】
　前記壁紙切断用テープが、前記壁紙の裏面の幅方向の他方の端部に貼着されたカットテ
ープであることを特徴とする請求項１から５のいずれかに記載の壁紙切断用テープ。
【請求項８】
　壁紙糊付機本体で、壁紙の裏面に、糊を自動的に塗布するとともに、
　請求項１から７のいずれかに記載の壁紙切断用テープを用いて、前記壁紙の裏面の幅方
向の端部に、壁紙切断用テープを貼着するように構成した自動壁紙糊付機であって、
　前記壁紙切断用テープの検知位置に形成された巻き出し切れ検知手段を検出するための
検知手段検出手段を備えることを特徴とする自動壁紙糊付機。
【請求項９】
　前記検知手段検出手段が、巻き出し切れ検知手段を検出した際に、前記自動壁紙糊付機
の制御部が、前記検知手段検出手段で検出された壁紙切断用テープの終端までの寸法から
、巻き出し切れ検知手段を検出後の糊付長さを減算することにより、壁紙切断用テープの
終端までの寸法が、所定の交換距離分だけ残存する状態になれば、壁紙糊付機本体の作動
を停止するように構成されていることを特徴とする請求項８に記載の自動壁紙糊付機。
【請求項１０】
　前記壁紙の裏面の幅方向の一方の端部に、壁紙切断用下敷きテープを貼着するとともに
、
　前記壁紙の裏面の幅方向の他方の端部に、カットテープを貼着するように構成されてい
ることを特徴とする請求項８から９のいずれかに記載の自動壁紙糊付機。
【請求項１１】
　前記所定の交換距離分の設定を、自動壁紙糊付機において設定する交換距離設定ができ
るように構成されていることを特徴とする請求項９から１０のいずれかに記載の自動壁紙
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糊付機。
【請求項１２】
　壁紙糊付機本体で、壁紙の裏面に、糊を自動的に塗布するとともに、
　請求項１から７のいずれかに記載の壁紙切断用テープを用いて、前記壁紙の裏面の幅方
向の端部に、壁紙切断用テープを貼着するように構成した自動壁紙糊付機の制御方法であ
って、
　前記壁紙切断用テープの巻き出し切れ検知手段を検出する検知手段検出ステップを備え
ることを特徴とする自動壁紙糊付機の制御方法。
【請求項１３】
　前記検知手段検出ステップで検出された壁紙切断用テープの終端までの寸法から、巻き
出し切れ検知手段を検出後の糊付長さを減算することにより、壁紙切断用テープの終端ま
での寸法が、所定の所定の交換距離分だけ残存する状態になれば、壁紙糊付機本体の作動
を停止するように制御する停止制御ステップを備えることを特徴とする請求項１２に記載
の自動壁紙糊付機の制御方法。
【請求項１４】
　前記壁紙の裏面の幅方向の一方の端部に、壁紙切断用下敷きテープを貼着するとともに
、
　前記壁紙の裏面の幅方向の他方の端部に、カットテープを貼着するように構成されてい
ることを特徴とする請求項１２から１３のいずれかに記載の自動壁紙糊付機の制御方法。
【請求項１５】
　前記所定の交換距離分の設定を、自動壁紙糊付機において設定する交換距離設定ステッ
プを備えることを特徴とする請求項１３から１４のいずれかに記載の自動壁紙糊付機の制
御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、壁紙（クロス）の裏面に、例えば、天井、壁面に貼着するための糊を、所定
の量で、所定の長さの壁紙に自動的に塗布するための自動壁紙糊付機に関する。
【０００２】
　より詳細には、壁紙の裏面の幅方向の端部に、例えば、壁紙切断用下敷きテープ、カッ
トテープから構成される壁紙切断用テープを貼着するように構成した自動壁紙糊付機にお
いて、これらの壁紙切断用テープの壁紙切断用テープの巻き出し切れを事前に検知するこ
とが可能で、新しい壁紙切断用テープと交換することが容易な、壁紙切断用テープ、およ
び、壁紙切断用テープを用いた自動壁紙糊付機、ならびに、自動壁紙糊付機の制御方法に
関する。
【背景技術】
【０００３】
　従来より、このような、壁紙の裏面に、糊を自動的に塗布するとともに、例えば、壁紙
切断用下敷きテープ、カットテープから構成される壁紙切断用テープを貼着するように構
成した自動壁紙糊付機が提案されている。
【０００４】
　このような自動壁紙糊付機で糊付けが完了した壁紙は、図１１に示したような構造とな
っている。
【０００５】
　すなわち、特許文献１（特開２００８－２７４５５０号公報）に開示されるように、図
１１の壁紙１００の裏面側の平面図に示したように、壁紙１００には、壁紙１００の糊付
け面である裏面１０２に、糊が塗布されている。
【０００６】
　また、図１１と図１２は、壁紙１００を壁面１０８の右から左に向けて貼着する場合を
示している。この場合には、壁紙１００の裏面１０２の幅方向の一方の端部１０２ａに、
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壁紙切断用下敷きテープ１０４が、長手方向に貼着されている。
　なお、壁紙の施工作業者によっては、壁紙１００を壁面１０８の右から左に向けて貼着
する場合もある。
【０００７】
　さらに、壁紙１００の裏面１０２の裏面１０２の幅方向の他方の端部１０２ｂに、カッ
トテープ１０６が、長手方向に貼着されている。
　なお、上記のように、壁紙１００を壁面１０８の右から左に向けて貼着する場合、壁紙
１００の裏面１０２の幅方向の一方の端部１０２ａに、カットテープ１０６が、他方の端
部１０２ｂに、壁紙切断用下敷きテープ１０４が、長手方向に貼着される。
【０００８】
　そして、壁紙施工の際には、図１２、図１３（Ａ）～（Ｄ）の工程によって、壁紙１０
０の突合せ部（ジョイント部）の施工行われる。
【０００９】
　すなわち、例えば、ボードなどからなる壁面１０８に、図１２、図１３（Ａ）に示した
ように、下側（一枚目）の壁紙１００の糊付け面である裏面１０２を貼着する。そして、
壁紙１００の壁紙切断用下敷きテープ１０４側の端部に、上側（二枚目）の壁紙１００の
糊付け面である裏面１０２を貼着する。
【００１０】
　この際、図１２に示したように、上側（二枚目）の壁紙１００のカットテープ１０６が
、下側（一枚目）の壁紙１００の壁紙切断用下敷きテープ１０４に重なるように配置する
。
【００１１】
　そして、図１２、図１３（Ｂ）の点線Ａで示したように、別途図示しない定規を用いて
、カッター１１８で、上側（二枚目）の壁紙１００と、下側（一枚目）の壁紙１００を切
断していく。
【００１２】
　この際、図１２、図１３（Ｂ）に示したように、下側（一枚目）の壁紙１００の壁紙切
断用下敷きテープ１０４が存在しているので、カッター１１８のカッター刃が、壁紙切断
用下敷きテープ１０４を貫通させずに表面を切ることで、確実に壁紙１００を２枚と、カ
ットテープ１０６を切りの残すことなく裁断することができる。
　また、石膏ボードなどからなる壁面１０８が傷ついて、壁紙施工後の目開きが起こらな
いようになっている。
【００１３】
　そして、このような切断作業が完了した後、図１２、図１３（Ｂ）の矢印に示したよう
に、下側（一枚目）の壁紙１００の切断された切断片１１０と、上側（二枚目）の壁紙１
００の切断された切断片１１２と、壁紙切断用下敷きテープ１０４と、カットテープ１０
６を取り除いていく。
【００１４】
　その後、図１３（Ｃ）の矢印に示したように、上側（二枚目）の壁紙１００と、下側（
一枚目）の壁紙１００のカット部分を、合わせるように、壁紙１００の糊付け面である裏
面１０２を、壁面１０８に貼着（接着）させる。
【００１５】
　そして、図１３（Ｄ）の矢印に示したように、最後に、壁紙１００の突合せ部（ジョイ
ント部）１１４を、ローラー１１６で軽く押さえるようにして、壁紙１００の突合せ部（
ジョイント部）１１４の仕上げ施工が行われるようになっている。
【００１６】
　これにより、壁紙１００の突合せ部（ジョイント部）１１４が、奇麗に仕上がるととも
に、カッター１１８で切断する際に、例えば、ボードなどからなる壁面１０８を傷つけた
り、壁紙１００が浮いたりすることなく、施工状態が良好となっている。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【００１７】
【特許文献１】特開２００８－２７４５５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　ところで、従来の自動壁紙糊付機では、自動壁紙糊付機による糊付作業時に、壁紙切断
用テープ（壁紙切断用下敷きテープ１０４とカットテープ１０６）が、壁紙１００の糊付
け面である裏面１０２に貼着された状態で、壁紙１００の表面側が、作業者側に位置する
状態で排出されるので、作業者からは、壁紙切断用テープを、視認することができないよ
うになっている。
【００１９】
　このため、巻き出し芯にロール形状に巻かれた状態の壁紙切断用テープ（壁紙切断用下
敷きテープ１０４とカットテープ１０６）の終端が近づいて、巻き出し切れが発生するこ
とが分からず、また、終端が近づいても、巻き出し切れが発生することに気づかないこと
がある。
【００２０】
　例えば、ロール形状に巻かれた状態の壁紙切断用テープが、巻き芯からはがれた際に発
生する異音によって、初めて壁紙切断用テープがなくなったことに気が付くことが多々あ
った。
【００２１】
　従って、従来の自動壁紙糊付機では、このように、壁紙切断用テープの巻き出し切れが
発生した状態では、自動壁紙糊付機でセットした長さ分の壁紙１００を、壁紙切断用テー
プ（壁紙切断用下敷きテープ１０４またはカットテープ１０６）が貼着されない状態で、
糊付け工程が行われることになる。
【００２２】
　このため、糊付け工程が終了して、セットした長さ分に裁断（カット）することによっ
て、自動壁紙糊付機の下方に折り畳まれた状態の壁紙１００について、壁紙切断用テープ
が貼着されない分の壁紙１００を、床面などに真っ直ぐに広げて、手作業で、壁紙切断用
テープ（壁紙切断用下敷きテープ１０４またはカットテープ１０６）を貼り付ける手間と
時間がかかり、煩雑な作業が必要となってしまうことになる。
【００２３】
　特に、例えば、６畳、８畳の天井に貼る壁紙１００の長さの平均は、３，６４０ｍｍ程
度の長さが一般的であり、壁紙切断用テープが貼着されない部分が長い場合には、このよ
うな手作業で、壁紙切断用テープ（壁紙切断用下敷きテープ１０４またはカットテープ１
０６）を貼り付けるには、手間と時間がかかり、煩雑な作業が必要となってしまう。
【００２４】
　このような手作業による壁紙切断用テープの貼り付け作業が必要であるので、手に糊が
付着することになり、手を洗浄して拭き取る作業も必要になり、作業効率が低下する一因
ともなっている。
【００２５】
　また、巻き出し切れが発生した壁紙切断用テープを、新しい巻き出し芯にロール形状に
巻かれた状態の壁紙切断用テープ（壁紙切断用下敷きテープ１０４またはカットテープ１
０６）と交換する作業も必要になり、作業効率が低下する一因ともなっている。
【００２６】
　本発明は、このような現状に鑑み、巻き出し芯にロール形状に巻かれた状態の壁紙切断
用テープの終端が近づいて、巻き出し切れが発生することを事前に検知することが可能で
、従来の自動壁紙糊付機のように、壁紙切断用テープが貼着されない状態で、糊付け工程
が行われることのない壁紙切断用テープ、および、壁紙切断用テープを用いた自動壁紙糊
付機、ならびに、自動壁紙糊付機の制御方法を提供することを目的とする。
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【００２７】
　また、本発明は、従来の自動壁紙糊付機のように、壁紙切断用テープが貼着されない分
の壁紙を、床面などに真っ直ぐに広げて、手作業で、壁紙切断用テープを貼り付ける煩雑
な作業が不要で、作業効率が良好で、新しい壁紙切断用テープと交換することが容易な、
壁紙切断用テープ、および、壁紙切断用テープを用いた自動壁紙糊付機、ならびに、自動
壁紙糊付機の制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２８】
　本発明は、前述したような従来技術における課題及び目的を達成するために発明された
ものであって、本発明の壁紙切断用テープは、
　自動壁紙糊付機において壁紙の糊付け面に貼着され、壁紙施工において壁紙を切断する
際に用いられる壁紙切断用テープであって、
　前記壁紙切断用テープが、前記壁紙切断用テープを自動壁紙糊付機において用いるため
に、ロール形状に巻かれた形状であり、
　前記ロール形状に巻かれた壁紙切断用テープの終端から所定の距離上流側の検知位置に
、前記壁紙切断用テープの巻き出し切れを事前に検知するための巻き出し切れ検知手段が
形成されていることを特徴とする。
【００２９】
　このように構成することによって、ロール形状に巻かれた壁紙切断用テープの終端から
所定の距離上流側の検知位置に、壁紙切断用テープの巻き出し切れを事前に検知するため
の巻き出し切れ検知手段が形成されている。
【００３０】
　従って、この巻き出し切れ検知手段を、例えば、自動壁紙糊付機に設けた検知センサー
などから構成される検知手段検出手段が検知することによって、巻き出し芯にロール形状
に巻かれた状態の壁紙切断用テープの終端が近づいて、巻き出し切れが発生することを事
前に検知することができる。
【００３１】
　これにより、従来の自動壁紙糊付機のように、壁紙切断用テープが貼着されない状態で
、糊付け工程が行われることがない。
【００３２】
　従って、従来の自動壁紙糊付機のように、壁紙切断用テープが貼着されない分の壁紙を
、床面などに真っ直ぐに広げて、手作業で、壁紙切断用テープを貼り付ける煩雑な作業が
不要で、作業効率が良好で、新しい壁紙切断用テープと交換することが容易である。
【００３３】
　また、巻き出し切れ検知手段を、例えば、自動壁紙糊付機に設けた検知センサーなどか
ら構成される検知手段検出手段が検知した際に、作業者に対して、識別しやすい、例えば
、音声、光などの警告表示で予告することもできる。
【００３４】
　これにより、例えば、壁紙切断用テープの終端から３５００ｍｍ（例えば、天井に照準
を合わせた場合）の位置に、巻き出し切れ検知手段を設けておき、検知手段検出手段が検
知したタイミングで、警告表示で予告することができる。
【００３５】
　従って、作業者は、例えば、残り３５００ｍｍで、次の壁紙に対して、どれくらいの長
さ分だけ、糊付けすることができるかを確認することができる。
【００３６】
　すなわち、例えば、次の壁紙の糊付け作業が、３５００ｍｍ内で終わることが予想でき
れば、残りの壁紙切断用テープを、新しい壁紙切断用テープに繋げる作業が不要となる。
【００３７】
　従って、自動壁紙糊付機を、例えば、壁紙切断用テープの終端から１０～３０ｃｍ手前
で、自動壁紙糊付機が自動的に停止するようにするのが望ましい。
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　すなわち、壁紙切断用テープの交換作業が最もやりやすい長さ、または、壁紙切断用テ
ープが粘着剤やテープで、例えば、紙管からなる巻き出し芯に貼り付けられたテープ終端
が、巻き出し芯から外れた時点で、自動壁紙糊付機が自動的に停止するようにすれば、作
業効率が良好で、新しい壁紙切断用テープと交換することが容易である。
【００３８】
　また、本発明の壁紙切断用テープは、前記巻き出し切れ検知手段が、前記壁紙切断用テ
ープの色と相違する色を有する有色部から形成されていることを特徴とする。
【００３９】
　このように構成することによって、巻き出し切れ検知手段が、例えば、色テープなどを
貼着したり、染色剤を塗布するなどにより、壁紙切断用テープの色と相違する色を有する
有色部から形成されていれば、この有色部を、例えば、自動壁紙糊付機に設けたフォトセ
ンサーなどの検知センサーなどから構成される検知手段検出手段が検知することが容易で
ある。
【００４０】
　これにより、巻き出し芯にロール形状に巻かれた状態の壁紙切断用テープの終端が近づ
いて、巻き出し切れが発生することを事前に検知することがさらに容易になる。
【００４１】
　また、本発明の壁紙切断用テープは、前記巻き出し切れ検知手段が、前記壁紙切断用テ
ープの材質と相違する金属から構成される金属部から形成されていることを特徴とする。
【００４２】
　このように構成することによって、巻き出し切れ検知手段が、例えば、アルミテープを
貼着したり、アルミを蒸着するなどにより、壁紙切断用テープの材質と相違する金属から
構成される金属部から形成されていれば、この金属部を、例えば、自動壁紙糊付機に設け
た磁気センサーなどの検知センサーなどから構成される検知手段検出手段が検知すること
が容易である。
【００４３】
　これにより、巻き出し芯にロール形状に巻かれた状態の壁紙切断用テープの終端が近づ
いて、巻き出し切れが発生することを事前に検知することがさらに容易になる。
【００４４】
　また、本発明の壁紙切断用テープは、前記巻き出し切れ検知手段が、前記壁紙切断用テ
ープの情報が記録された情報部から形成されていることを特徴とする。
【００４５】
　このように構成することによって、巻き出し切れ検知手段が、例えば、ＩＣタグ、ＱＲ
コード（登録商標）、バーコードなどの壁紙切断用テープの情報が記録された情報部から
形成されていれば、この情報部を、例えば、自動壁紙糊付機に設けた読み取りセンサーな
どの検知センサーなどから構成される検知手段検出手段が検知することが容易である。
【００４６】
　これにより、巻き出し芯にロール形状に巻かれた状態の壁紙切断用テープの終端が近づ
いて、巻き出し切れが発生することを事前に検知することがさらに容易になる。
【００４７】
　また、本発明の壁紙切断用テープは、前記巻き出し切れ検知手段が、前記壁紙切断用テ
ープの形状と異なる形状を有する異形部から形成されていることを特徴とする。
【００４８】
　このように構成することによって、巻き出し切れ検知手段が、例えば、切り欠き、貫通
孔などの壁紙切断用テープの形状と異なる形状を有する異形部から形成されていれば、こ
の異形部を、例えば、自動壁紙糊付機に設けた光センサー、フォトセンサーなどの検知セ
ンサーなどから構成される検知手段検出手段が検知することが容易である。
【００４９】
　これにより、巻き出し芯にロール形状に巻かれた状態の壁紙切断用テープの終端が近づ
いて、巻き出し切れが発生することを事前に検知することがさらに容易になる。



(8) JP 2019-78029 A 2019.5.23

10

20

30

40

50

【００５０】
　また、本発明の自動壁紙糊付機は、
　壁紙糊付機本体で、壁紙の裏面に、糊を自動的に塗布するとともに、
　前述のいずれかに記載の壁紙切断用テープを用いて、前記壁紙の裏面の幅方向の端部に
、壁紙切断用テープを貼着するように構成した自動壁紙糊付機であって、
　前記壁紙切断用テープの検知位置に形成された巻き出し切れ検知手段を検出するための
検知手段検出手段を備えることを特徴とする。
【００５１】
　また、本発明の自動壁紙糊付機の制御方法は、
　壁紙糊付機本体で、壁紙の裏面に、糊を自動的に塗布するとともに、
　前述のいずれかに記載の壁紙切断用テープを用いて、前記壁紙の裏面の幅方向の端部に
、壁紙切断用テープを貼着するように構成した自動壁紙糊付機の制御方法であって、
　前記壁紙切断用テープの巻き出し切れ検知手段を検出する検知手段検出ステップを備え
ることを特徴とする。
【００５２】
　このように構成することによって、検知手段検出手段（検知手段検出ステップ）により
、壁紙切断用テープの巻き出し切れ検知手段を検出するようになっている。
【００５３】
　従って、この巻き出し切れ検知手段を、例えば、自動壁紙糊付機に設けた検知センサー
などから構成される検知手段検出手段が検知することによって、巻き出し芯にロール形状
に巻かれた状態の壁紙切断用テープの終端が近づいて、巻き出し切れが発生することを事
前に検知することができる。
【００５４】
　また、本発明の自動壁紙糊付機は、
　前記検知手段検出手段が、巻き出し切れ検知手段を検出した際に、前記自動壁紙糊付機
の制御部が、前記検知手段検出手段で検出された壁紙切断用テープの終端までの寸法から
、巻き出し切れ検知手段を検出後の糊付長さを減算することにより、壁紙切断用テープの
終端までの寸法が、所定の交換距離分だけ残存する状態になれば、壁紙糊付機本体の作動
を停止するように構成されていることを特徴とする。
【００５５】
　また、本発明の自動壁紙糊付機の制御方法は、
　前記検知手段検出ステップで検出された壁紙切断用テープの終端までの寸法から、巻き
出し切れ検知手段を検出後の糊付長さを減算することにより、壁紙切断用テープの終端ま
での寸法が、所定の所定の交換距離分だけ残存する状態になれば、壁紙糊付機本体の作動
を停止するように制御する停止制御ステップを備えることを特徴とする。
【００５６】
　このように構成することによって、検知手段検出手段（検知手段検出ステップにおいて
）が、巻き出し切れ検知手段を検出した際に、自動壁紙糊付機の制御部が、検知手段検出
手段で検出された壁紙切断用テープの終端までの寸法から、巻き出し切れ検知手段を検出
後の糊付長さを減算することにより、壁紙切断用テープの終端までの寸法が、所定の交換
距離分だけ残存する状態になれば、壁紙糊付機本体の作動を停止する（停止制御ステップ
を備える）ように構成されている。
【００５７】
　従って、自動壁紙糊付機を、例えば、壁紙切断用テープの終端から１０～３０ｃｍ手前
で、自動壁紙糊付機が自動的に停止するようにするのが望ましい。
　すなわち、壁紙切断用テープの交換作業が最もやりやすい長さ、または、壁紙切断用テ
ープが粘着剤やテープで、例えば、紙管からなる巻き出し芯に貼り付けられたテープ終端
が、巻き出し芯から外れた時点で、自動壁紙糊付機が自動的に停止するようにすれば、作
業効率が良好で、新しい壁紙切断用テープと交換することが容易である。
【００５８】
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　また、本発明では、
　前記壁紙の裏面の幅方向の一方の端部に、壁紙切断用下敷きテープを貼着するとともに
、
　前記壁紙の裏面の幅方向の他方の端部に、カットテープを貼着するように構成されてい
ることを特徴とする。
【００５９】
　このように構成することによって、壁紙の突合せ部（ジョイント部）が、奇麗に仕上が
るとともに、カッターで切断する際に、例えば、ボードなどからなる壁面を傷つけたり、
壁紙が浮いたりすることなく、施工状態が良好である。
【００６０】
　また、本発明の自動壁紙糊付機では、前記所定の交換距離分の設定を、自動壁紙糊付機
において設定する交換距離設定ができるように構成されていることを特徴とする。
　また、本発明の自動壁紙糊付機の制御方法では、前記所定の交換距離分の設定を、自動
壁紙糊付機において設定する交換距離設定ステップを備えることを特徴とする。
【００６１】
　このように構成することによって、例えば、施工作業者が、所定の交換距離分の設定を
、自動壁紙糊付機において設定する交換距離設定ができる。
【発明の効果】
【００６２】
　本発明によれば、ロール形状に巻かれた壁紙切断用テープの終端から所定の距離上流側
の検知位置に、壁紙切断用テープの巻き出し切れを事前に検知するための巻き出し切れ検
知手段が形成されている。
【００６３】
　従って、この巻き出し切れ検知手段を、例えば、自動壁紙糊付機に設けた検知センサー
などから構成される検知手段検出手段が検知することによって、巻き出し芯にロール形状
に巻かれた状態の壁紙切断用テープの終端が近づいて、巻き出し切れが発生することを事
前に検知することができる。
【００６４】
　これにより、従来の自動壁紙糊付機のように、壁紙切断用テープが貼着されない状態で
、糊付け工程が行われることがない。
【００６５】
　従って、従来の自動壁紙糊付機のように、壁紙切断用テープが貼着されない分の壁紙を
、床面などに真っ直ぐに広げて、手作業で、壁紙切断用テープを貼り付ける煩雑な作業が
不要で、作業効率が良好で、新しい壁紙切断用テープと交換することが容易である。
【００６６】
　また、巻き出し切れ検知手段を、例えば、自動壁紙糊付機に設けた検知センサーなどか
ら構成される検知手段検出手段が検知した際に、作業者に対して、識別しやすい、例えば
、音声、光などの警告表示で予告することもできる。
【００６７】
　これにより、例えば、壁紙切断用テープの終端から３５００ｍｍ（例えば、天井に照準
を合わせた場合）の位置に、巻き出し切れ検知手段を設けておき、検知手段検出手段が検
知したタイミングで、警告表示で予告することができる。
【００６８】
　従って、作業者は、例えば、残り３５００ｍｍで、次の壁紙に対して、どれくらいの長
さ分だけ、糊付けすることができるかを確認することができる。
【００６９】
　すなわち、例えば、次の壁紙の糊付け作業が、３５００ｍｍ内で終わることが予想でき
れば、残りの壁紙切断用テープを、新しい壁紙切断用テープに繋げる作業が不要となる。
【００７０】
　従って、自動壁紙糊付機を、例えば、壁紙切断用テープの終端から１０～３０ｃｍ手前
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で、自動壁紙糊付機が自動的に停止するようにするのが望ましい。
　すなわち、壁紙切断用テープの交換作業が最もやりやすい長さ、または、壁紙切断用テ
ープが粘着剤やテープで、例えば、紙管からなる巻き出し芯に貼り付けられたテープ終端
が、巻き出し芯から外れた時点で、自動壁紙糊付機が自動的に停止するようにすれば、作
業効率が良好で、新しい壁紙切断用テープと交換することが容易である。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】図１は、本発明の自動壁紙糊付機の斜視図である。
【図２】図２は、図１の自動壁紙糊付機のＡ－Ａ方向の概略断面図である。
【図３】図３は、本発明の壁紙切断用テープ２００の平面図である。
【図４】図４は、壁紙切断用テープ２００の巻き出し切れ検知手段２０６を示す壁紙切断
用テープ２００の実施例の斜視図である。
【図５】図５は、壁紙切断用テープ２００の巻き出し切れ検知手段２０６を示す壁紙切断
用テープ２００の他の実施例の斜視図である。
【図６】図６は、壁紙切断用テープ２００の巻き出し切れ検知手段２０６を示す壁紙切断
用テープ２００の他の実施例の斜視図である。
【図７】図７は、壁紙切断用テープ２００の巻き出し切れ検知手段２０６を示す壁紙切断
用テープ２００の他の実施例の斜視図である。
【図８】図８は、本発明の壁紙切断用テープ２００を用いた本発明の自動壁紙糊付機１０
の駆動部２６に内蔵される制御部２５の制御を示す概略ブロック図である。
【図９】図９は、本発明の自動壁紙糊付機１０の検知手段検出手段２２２を示す概略図で
ある。
【図１０】図１０は、本発明の自動壁紙糊付機１０の駆動部２６に内蔵される制御部２５
の制御を示すフローチャートである。
【図１１】図１１は、壁紙１００の裏面側の平面図である。
【図１２】図１２は、壁紙１００の施工方法を説明する概略上面図である。
【図１３】図１３は、壁紙１００の施工方法を説明する概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００７２】
　以下、本発明の実施の形態（実施例）を図面に基づいてより詳細に説明する。
（実施例１）
【００７３】
　図１は、本発明の自動壁紙糊付機の斜視図、図２は、図１の自動壁紙糊付機のＡ－Ａ方
向の概略断面図、図３は、本発明の壁紙切断用テープ２００の平面図である。
【００７４】
　図１～図２において、符号１０は、全体で本発明の自動壁紙糊付機を示している。
【００７５】
　図１～図２に示したように、自動壁紙糊付機１０は、自動壁紙糊付機本体１２を備えて
いる。また、自動壁紙糊付機本体１２は、上部が開放した状態の略箱体形状の本体フレー
ム１４を備えている。さらに、本体フレーム１４の左右の側部の両端には、下方に固定さ
れた一対の脚部フレーム１６を備えている。
【００７６】
　この本体フレーム１４は、図２に示したように、上部フレーム１８と、下部フレーム２
０とから構成されている。そして、上部フレーム１８の上部には、左右方向に離間して配
置された一対の把手１８ｃを備えている。
　なお、この把手１８ｃは、側板部１８ａ、１８ｂの間に架け渡すように設けられたステ
ー部材１９に備えられている。
【００７７】
　この把手１８ｃを把持して操作することによって、後述するように、壁紙１００を自動
壁紙糊付機本体１２に配置したり、メンテナンスのために、下部フレーム２０に対して、
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図示しないピボット軸を回動中心として、図１～図２の矢印Ｂで示したように、開閉可能
なように構成されている。
【００７８】
　なお、図２に示したように、上部フレーム１８と、下部フレーム２０には、上部フレー
ム１８を下部フレーム２０に対して閉じた状態で固定するために、例えば、いわゆる「パ
チン錠」などの係止具２２が設けられている。
【００７９】
　また、上部フレーム１８は、左右の側部を構成する、側板部１８ａ、１８ｂを備えてい
る。
【００８０】
　一方、図１に示したように、脚部フレーム１６の下端には、係止可能なローラー２４が
設けられており、これにより、自動壁紙糊付機１０を所望の位置に移動、配置することが
可能になっている。
【００８１】
　さらに、図１に示したように、下部フレーム２０は、左右の側部を構成する、側板部２
０ａ、２０ｂを備えている。この下部フレーム２０の一方の側板部２０ａには、駆動部２
６が設けられ、駆動部２６に、駆動モーターを内蔵するとともに、自動壁紙糊付機１０を
制御するための制御装置が内蔵されている。
　また、側板部２０ａに設けられた図示しない歯車連結機構に、駆動が伝動される構成と
なっている。
【００８２】
　また、この駆動部２６の下流側、すなわち、図１において手前側には、測定された壁紙
の長さ（測長結果）を表示したり、駆動モーターを駆動制御したり、壁紙１００の種類な
どの情報を入力するための表示・操作パネル部２８が設けられている。なお、この駆動部
２６は、下部フレーム２０の一方の側板部２０ａに脱着自在に構成されているか、または
、固着されている。
【００８３】
　また、図１に示したように、一対の脚部フレーム１６の間には、図１の点線で示したよ
うに、傾斜した略板形状の壁紙受け部３０が設けられている。この壁紙受け部３０は、自
動壁紙糊付機１０の下部フレーム２０の下流側、図１において手前側の壁紙排出部２９か
ら排出された糊付けされた壁紙１００を受けるためのものである。
【００８４】
　さらに、図１～図２に示したように、一対の脚部フレーム１６には、壁紙１００が巻か
れた壁紙原反ロール３２を回転可能に、かつ、脱着自在に装着するための原反装着架台３
４が設けられている。
【００８５】
　そして、図２に示したように、壁紙原反ロール３２から送り出された壁紙１００は、下
部フレーム２０の上流側に、すなわち、図２において左側に、スリット部３５に送り出さ
れるようになっている。
【００８６】
　壁紙１００は、このスリット部３５のテンションバー３６を経て、ガイド板３８で案内
された後、裁断部４０で、壁紙の不要な耳部が切断されるように構成されている。すなわ
ち、裁断部４０は、一対の回転する上刃４２と下刃４４から構成されており、これらの上
刃４２と下刃４４の間を通過することによって、壁紙１００の両端の耳部が切断され、壁
紙が一定幅となるようになっている。
【００８７】
　また、上刃４２と下刃４４の位置を調整して、壁紙１００の裁断幅を所望の寸法に調整
できるようになっている。
【００８８】
　このスリット部３５を通過した壁紙１００は、下部フレーム２０の左右の側板部２０ａ
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、２０ｂの間で固定された下部ステー４６に、壁紙１００の裏面１０２が接触するように
案内されて、送り出しローラー４８と、検尺ローラー５０との間に挟持されるように搬送
される。
【００８９】
　なお、送り出しローラー４８の回転によって壁紙を搬送する際に、壁紙１００の滑りを
少なくするために、壁紙１００の一定の長さ分を、送り出しローラー４８に巻き付けてい
る。
【００９０】
　また、送り出しローラー４８は、下部フレーム２０の左右の側板部２０ａ、２０ｂに設
けた軸受部材（図示せず）に、回転可能に装着されているとともに、図示しない、複数の
歯車機構を介して、駆動部２６の駆動モーターの駆動が伝達されるように構成されている
。
【００９１】
　また、図２に示したように、検尺ローラー５０の回転軸５２が、検尺ローラーアーム５
４の先端側に回転可能に装着されている。そして、検尺ローラーアーム５４の基端側のア
ーム支点５６が、自動壁紙糊付機１０の上部フレーム１８の左右の側板部１８ａ、１８ｂ
に回動可能に装着されている。
【００９２】
　これにより、図２の矢印Ｃで示したように、検尺ローラーアーム５４が、アーム支点５
６を回動中心として回動可能に構成されている。
【００９３】
　そして、壁紙１００の裏面１０２が、送り出しローラー４８に当接するとともに、検尺
ローラー５０が、壁紙１００の表面１０１に当接して、送り出しローラー４８により搬送
される壁紙１００に従動して回転するように構成されている。
【００９４】
　また、図２に示したように、検尺ローラーアーム５４には、検尺ローラー５０と送り出
しローラー４８との圧接力を微調整するために、自動壁紙糊付機１０の上部フレーム１８
に装着された調整装置５８が連結されている。
【００９５】
　すなわち、この調整装置５８には、バネ６０が介装されており、このバネ６０をバネ調
整ネジ６２で調整することによって、検尺ローラー５０が送り出しローラー４８ーに圧接
する圧接力を微調整することができるようになっている。なお、この調整装置５８は、検
尺ローラー５０の回転軸５２の軸方向の両端側に２つ設けられており、これにより、壁紙
１００が蛇行しないように調整されるようになっている。
【００９６】
　また、図２に示したように、検尺ローラー５０の回転軸５２の端部には、複数の外周方
向に突設するスリット板６４が設けられている。また、検尺ローラーアーム５４には、こ
のスリット板６４と対峙するように、フォトマイクロセンサー６６が設けられている。
【００９７】
　このフォトマイクロセンサー６６からの赤外線を、検尺ローラー５０の回転軸５２が回
転することにより、スリット板６４の凹凸が、投光または遮光して、検尺パルスが発生す
る。これによって、検尺ローラー５０の回転に応じて、搬送される壁紙１００の長さを測
定することができるようになっている。
【００９８】
　すなわち、例えば、検尺パルスの１周期（山＋谷）が壁紙１００の長さ１．０ｃｍで、
山１個、または、谷１個が、０．５ｃｍとしている。
【００９９】
　そして、糊付け作業者によって、糊を付けて排出する壁紙の長さが、３００ｃｍに設定
された場合、自動壁紙糊付機１０の駆動部２６の制御部２５は、後述する複数のローラー
を回転させた瞬間から、検尺パルスを計数し、検尺パルスを３００周期分計数すると、複
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数のローラーの回転を停止するようになっている。これにより、長さ３００ｃｍの壁紙１
００が排出されるように構成されている。
【０１００】
　このように、送り出しローラー４８と、検尺ローラー５０との間に挟持されるように搬
送された壁紙１００は、図２に示したように、壁紙１００の裏面１０２に対して、糊を塗
布する糊付装置６８に搬送される。
【０１０１】
　この糊付装置６８では、壁紙１００の表面１０１が、ハイテンションローラー７０に当
接するように壁紙１００が通過するとともに、壁紙１００の裏面１０２が、糊付ローラー
７２と接触するように構成されている。
【０１０２】
　また、図２に示したように、糊付ローラー７２と僅かな間隙離間して対峙するように、
糊付ローラー７２の下方側に、糊上ローラー７４が設けられており、図示しない糊収容タ
ンク（糊箱）に収容した糊を糊上ローラー７４から、糊付ローラー７２に転写するように
構成されている。
【０１０３】
　また、糊付ローラー７２の上流側には、糊付ローラー７２と当接するように、ドクター
ローラー７６が設けられている。このドクターローラー７６と糊付ローラー７２との間の
距離を調整することによって、糊上ローラー７４から、糊付ローラー７２に転写する糊の
厚さ（量）が、所定の厚さになるように調整するように構成されている。
【０１０４】
　さらに、糊付ローラー７２の下流側には、押えローラー７８が設けられており、押えロ
ーラー７８が、壁紙１００の表面１０１と当接するように構成されている。
【０１０５】
　また、押えローラー７８の下流側には、壁紙１００の裏面１０２と当接するナラシーロ
ーラー８０が設けられている。
【０１０６】
　なお、ハイテンションローラー７０と押えローラー７８は、それぞれ上部フレーム１８
の左右の側板部１８ａ、１８ｂにおいて、図示しない軸受部材によって、回動可能に装着
されている。一方、糊付ローラー７２、ドクターローラー７６、および、ナラシーローラ
ー８０は、それぞれ下部フレーム２０の左右の側板部２０ａ、２０ｂの側に回動可能に装
着されている。
【０１０７】
　糊上ローラー７４は、図示しない糊収容タンク（糊箱）に回動可能に装着されている。
また、糊収容タンク（糊箱）は、自動壁紙糊付機本体１２に脱着可能に設けられている。
【０１０８】
　従って、図１～図２の矢印Ｂで示したように、上部フレーム１８の把手１８ｃを把持し
て操作することによって、下部フレーム２０に対して、ピボット軸を回動中心として開く
。これによって、上部フレーム１８に装着されたハイテンションローラー７０と押えロー
ラー７８が、上部フレーム１８とともに上方に移動する。
【０１０９】
　これにより、壁紙１００を自動壁紙糊付機本体１２（糊付ローラー７２、ナラシーロー
ラー８０など）に配置したり、メンテナンスすることができるようになっている。
【０１１０】
　このように構成される糊付装置６８では、送り出しローラー４８と、検尺ローラー５０
との間に挟持されるように搬送された壁紙１００は、ハイテンションローラー７０と押え
ローラー７８によって、糊付ローラー７２に対して、所定のテンションで、糊上ローラー
７４に接触するように構成されている。
【０１１１】
　そして、図示しない糊収容タンク（糊箱）に収容した糊が、糊上ローラー７４から、糊
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付ローラー７２に転写される。この際、ドクターローラー７６により、糊上ローラー７４
から、糊付ローラー７２に転写する糊の厚さ（量）が、所定の厚さになるように調整され
る。
【０１１２】
　そして、糊付ローラー７２によって、壁紙１００の裏面１０２に糊が塗布された後、ナ
ラシーローラー８０によって、均一の厚さになるように処理される。
【０１１３】
　その後、ナラシーローラー８０によって、均一の厚さになるように処理された壁紙１０
０は、ナラシーローラー８０の下流側に複数個配置された案内シュート８２から、壁紙排
出部２９から排出され、図１の点線で示したように、壁紙受け部３０に送られて、糊付け
された壁紙１００を受けるように構成されている。
【０１１４】
　そして、前述したように、自動壁紙糊付機１０の駆動部２６の制御部は、後述する複数
のローラーを回転させた瞬間から、検尺パルスを計数し、検尺パルスを３００周期分計数
すると、複数のローラーの回転を停止するようになっている。これにより、例えば、長さ
３００ｃｍの壁紙が排出されるように構成されている。
【０１１５】
　そして、壁紙の搬送が停止された状態で、糊付け作業者が、別途図示しないが、自動壁
紙糊付機１０に設けられた切断装置、または、カッターナイフなどで、壁紙排出部２９か
ら排出され糊付けされた壁紙１００を、切断するように構成されている。
【０１１６】
　なお、図２に示したように、自動壁紙糊付機本体１２の下部フレーム２０の下方には、
壁紙切断用テープ２００がロール形状に巻かれた、壁紙切断用テープロール２０２が配置
されている。
【０１１７】
　そして、壁紙１００の裏面１０２の端部に貼り付けられた状態で、壁紙糊付機本体１２
の糊付動作にともなって（壁紙１００の搬送にともなって）、図示しないが、壁紙切断用
テープ２００が、ナラシーローラー８０の部分で、壁紙１００の裏面１０２に貼り付けら
れて、自動的に引き出されて、糊付作業中に壁紙１００の裏面１０２に貼り付けらるよう
になっている。
　これにより、壁紙切断用テープ２００が壁紙切断用テープロール２０２から繰り出され
て、図１１に示したように、壁紙１００の裏面１０２の幅方向の端部に、壁紙切断用テー
プ２００が貼着されるように構成されている。
【０１１８】
　なお、この実施例の自動壁紙糊付機１０では、図１１に示したように、壁紙１００には
、壁紙１００の糊付け面である裏面１０２に、糊が糊付ローラー７２によって塗布されて
いる。
【０１１９】
　また、壁紙１００の裏面１０２の幅方向の一方の端部１０２ａに、壁紙切断用テープ２
００として、壁紙切断用下敷きテープ１０４が、長手方向に貼着されている。
【０１２０】
　さらに、壁紙１００の裏面１０２の裏面１０２の幅方向の他方の端部１０２ｂに、壁紙
切断用テープ２００として、カットテープ１０６が、長手方向に貼着されている。
【０１２１】
　前述したように、自動壁紙糊付機１０では、自動壁紙糊付機１０による糊付作業時に、
壁紙切断用テープ２００（壁紙切断用下敷きテープ１０４とカットテープ１０６）が、壁
紙１００の糊付け面である裏面１０２に貼着された状態で、壁紙１００の表面側が、作業
者側に位置する状態で排出されるので、作業者からは、壁紙切断用テープ２００を、視認
することができないようになっている。
【０１２２】
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　このため、巻き出し芯にロール形状に巻かれた状態の壁紙切断用テープ２００（壁紙切
断用下敷きテープ１０４とカットテープ１０６）の終端が近づいて、巻き出し切れが発生
することが分からず、また、終端Ｔが近づいても、巻き出し切れが発生することに気づか
ないことがある。
【０１２３】
　このため、本発明では、図３の壁紙切断用テープ２００の平面図に示したように、ロー
ル形状に巻かれた壁紙切断用テープ２００（壁紙切断用下敷きテープ１０４とカットテー
プ１０６）の終端Ｔから所定の距離（Ｌ１）上流側の検知位置Ｓ１に、壁紙切断用テープ
２００の巻き出し切れを事前に検知するための巻き出し切れ検知手段２０６が形成されて
いる。
【０１２４】
　従って、この巻き出し切れ検知手段２０６を、例えば、後述するように、自動壁紙糊付
機１０に設けた検知センサーなどから構成される検知手段検出手段２２２が検知すること
によって、巻き出し芯２０８にロール形状に巻かれた状態の壁紙切断用テープ２００の終
端Ｔが近づいて、巻き出し切れが発生することを事前に検知することができる。
【０１２５】
　この場合、検知手段検出手段２２２を設ける位置としては、ロール形状に巻かれた壁紙
切断用テープ２００の近傍であれば、特に限定されるものではなく、自動壁紙糊付機１０
のスペース、巻き出し切れ検知手段２０６の種類、検知手段検出手段２２２の種類などを
考慮して、適宜選択すれば良い。
【０１２６】
　これにより、従来の自動壁紙糊付機のように、壁紙切断用テープ２００が貼着されない
状態で、糊付け工程が行われることがない。
【０１２７】
　従って、従来の自動壁紙糊付機のように、壁紙切断用テープ２００が貼着されない分の
壁紙を、床面などに真っ直ぐに広げて、手作業で、壁紙切断用テープを貼り付ける煩雑な
作業が不要で、作業効率が良好で、新しい壁紙切断用テープ２００と交換することが容易
である。
【０１２８】
　また、巻き出し切れ検知手段２０６を、例えば、後述するように、自動壁紙糊付機１０
に設けた検知センサーなどから構成される検知手段検出手段２２２が検知した際に（図３
に示したように、後述するように、検知位置Ｓ１で）、作業者に対して、識別しやすい、
例えば、音声、光などの警告表示で予告することもできる。
【０１２９】
　これにより、例えば、壁紙切断用テープ２００の終端Ｔから３５００ｍｍ（例えば、天
井に照準を合わせた場合）の位置に、巻き出し切れ検知手段２０６を設けておき、検知手
段検出手段２２２が検知したタイミングで、警告表示で予告することができる。
【０１３０】
　従って、作業者は、例えば、残り３５００ｍｍで、現在糊付している壁紙１００に対し
て、または、次の壁紙１００に対して、どれくらいの長さ分だけ、糊付けすることができ
るかを確認することができる。
【０１３１】
　すなわち、例えば、次の壁紙１００の糊付け作業が、３５００ｍｍ内で終わることが予
想できれば、残りの壁紙切断用テープ２００を、新しい壁紙切断用テープ２００に繋げる
作業が不要となる。
【０１３２】
　従って、図３に示したように、自動壁紙糊付機１０を、所定の交換距離分（Ｌ３）、例
えば、壁紙切断用テープ２００の終端Ｔから１０～３０ｃｍ手前で、自動壁紙糊付機１０
が自動的に停止するようにするのが望ましい。
　すなわち、後述するように、壁紙切断用テープ２００の交換作業が最もやりやすい長さ
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、または、壁紙切断用テープ２００が粘着剤やテープで、例えば、紙管からなる巻き出し
芯２０８に貼り付けられたテープ終端Ｔが、巻き出し芯２０８から外れた時点で、自動壁
紙糊付機１０が自動停止位置Ｓ２で自動的に停止するようにすれば、作業効率が良好で、
新しい壁紙切断用テープ２００と交換することが容易である。
【０１３３】
　図４は、壁紙切断用テープ２００の巻き出し切れ検知手段２０６を示す壁紙切断用テー
プ２００の実施例の斜視図である。
【０１３４】
　この実施例の壁紙切断用テープ２００では、巻き出し切れ検知手段２０６が、壁紙切断
用テープ２００の色と相違する色を有する有色部２１０から形成されている。
【０１３５】
　この有色部２１０としては、特に限定されるものではないが、例えば、色テープなどを
貼着したり、染色剤を塗布するなどにより、壁紙切断用テープ２００の色と相違する色を
有する有色部２１０から形成することができる。
【０１３６】
　このように構成することによって、巻き出し切れ検知手段２０６が、壁紙切断用テープ
２００の色と相違する色を有する有色部２１０から形成されていれば、この有色部を、例
えば、自動壁紙糊付機１０に設けたフォトセンサーなどの検知センサーなどから構成され
る検知手段検出手段２２２が検知することが容易である。
【０１３７】
　これにより、図３に示したように、巻き出し芯２０８にロール形状に巻かれた状態の壁
紙切断用テープ２００の終端Ｔが近づいて、巻き出し切れが発生することを事前に検知す
ることがさらに容易になる。
【０１３８】
　図５は、壁紙切断用テープ２００の巻き出し切れ検知手段２０６を示す壁紙切断用テー
プ２００の他の実施例の斜視図である。
【０１３９】
　この実施例の壁紙切断用テープ２００では、巻き出し切れ検知手段２０６が、壁紙切断
用テープ２００の材質と相違する金属から構成される金属部２１２から形成されている。
【０１４０】
　この金属部２１２としては、特に限定されるものではないが、例えば、アルミテープを
貼着したり、アルミを蒸着するなどにより、壁紙切断用テープ２００の材質と相違する金
属から構成される金属部２１２から形成することができる。
【０１４１】
　このように構成することによって、巻き出し切れ検知手段２０６が、壁紙切断用テープ
２００の材質と相違する金属から構成される金属部から形成されていれば、この金属部２
１２を、例えば、自動壁紙糊付機１０に設けた磁気センサーなどの検知センサーなどから
構成される検知手段検出手段２２２が検知することが容易である。
【０１４２】
　これにより、巻き出し芯２０８にロール形状に巻かれた状態の壁紙切断用テープ２００
の終端Ｔが近づいて、巻き出し切れが発生することを事前に検知することがさらに容易に
なる。
【０１４３】
　図６は、壁紙切断用テープ２００の巻き出し切れ検知手段２０６を示す壁紙切断用テー
プ２００の他の実施例の斜視図である。
【０１４４】
　この実施例の壁紙切断用テープ２００では、巻き出し切れ検知手段２０６が、壁紙切断
用テープ２００の、例えば、種類、巻き長さ、ロット番号などの情報が記録された情報部
２１４から形成されている。
【０１４５】
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　この情報部２１４としては、特に限定されるものではないが、例えば、ＩＣタグ、ＱＲ
コード（登録商標）、バーコードなどの壁紙切断用テープの情報が記録された情報部２１
４から形成することができる。
【０１４６】
　このように構成することによって、巻き出し切れ検知手段２０６が、壁紙切断用テープ
２００の情報が記録された情報部２１４から形成されていれば、この情報部２１４を、例
えば、自動壁紙糊付機１０に設けた読み取りセンサーなどの検知センサーなどから構成さ
れる検知手段検出手段２２２が検知することが容易である。
【０１４７】
　これにより、巻き出し芯２０８にロール形状に巻かれた状態の壁紙切断用テープ２００
の終端Ｔが近づいて、巻き出し切れが発生することを事前に検知することがさらに容易に
なる。
【０１４８】
　図７は、壁紙切断用テープ２００の巻き出し切れ検知手段２０６を示す壁紙切断用テー
プ２００の他の実施例の斜視図である。
【０１４９】
　この実施例の壁紙切断用テープ２００では、巻き出し切れ検知手段２０６が壁紙切断用
テープ２００の形状と異なる形状を有する異形部２１６から形成されている。
【０１５０】
　この異形部２１６としては、特に限定されるものではないが、例えば、切り欠き２１６
ａ（図７（Ａ）参照）、貫通孔２１６ｂ（図７（Ｂ）参照）などの壁紙切断用テープ２０
０の形状と異なる形状を有する異形部２１６から形成することができる。
【０１５１】
　なお、この実施例では、複数個の切り欠き２１６ａ、貫通孔２１６ｂを設けたが、この
異形部２１６の数、形状などは、特に限定されるものではない。
【０１５２】
　このように構成することによって、巻き出し切れ検知手段２０６が、壁紙切断用テープ
２００の形状と異なる形状を有する異形部２１６から形成されていれば、この異形部２１
６を、例えば、自動壁紙糊付機１０に設けた光センサー、フォトセンサーなどの検知セン
サーなどから構成される検知手段検出手段２２２が検知することが容易である。
【０１５３】
　これにより、巻き出し芯２０８にロール形状に巻かれた状態の壁紙切断用テープ２００
の終端Ｔが近づいて、巻き出し切れが発生することを事前に検知することがさらに容易に
なる。
（実施例２）
【０１５４】
　図８は、本発明の壁紙切断用テープ２００を用いた本発明の自動壁紙糊付機１０の駆動
部２６に内蔵される制御部２５の制御を示す概略ブロック図、図９は、本発明の自動壁紙
糊付機１０の検知手段検出手段２２２を示す概略図、図１０は、本発明の自動壁紙糊付機
１０の駆動部２６に内蔵される制御部２５の制御を示すフローチャートである。
【０１５５】
　図８に示したように、本発明の自動壁紙糊付機１０の駆動部２６に内蔵される制御部２
５には、検知マーク検出制御部２２０を備えている。
【０１５６】
　図８、図９に示したように、巻き出し芯２０８にロール形状に巻かれた状態の壁紙切断
用テープ２００の近傍には、例えば、フォトセンサー、磁気センサー、読み取りセンサー
、光センサーなどから構成される検知手段検出手段２２２を備えている。
【０１５７】
　そして、検知マーク検出制御部２２０は、検知手段検出手段２２２と接続されており、
検知手段検出手段２２２によって、巻き出し切れ検知手段２０６を検出した際の検出デー
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ターが入力されるようになっている。
【０１５８】
　また、検知マーク検出制御部２２０は、警告手段２２４と接続されており、例えば、検
知手段検出手段２２２によって、巻き出し切れ検知手段２０６を検出した際に、駆動部２
６の表示・操作パネル部２８に、例えば、音声、光などの警告表示で予告するように構成
されている。
【０１５９】
　また、検知マーク検出制御部２２０は、これらの検知データーを記憶する記憶部２２６
に接続されている。
【０１６０】
　なお、この記憶部２２６には、前述したように、測定された壁紙の長さ（測長結果）デ
ーター、壁紙１００の種類などのデーター、検尺ローラー５０の回転に応じた搬送される
壁紙１００の長さなどのデーターが、壁紙糊付機本体１２の駆動を制御する駆動制御部２
２８から入力されるようになっている。
【０１６１】
　このように構成される本発明の自動壁紙糊付機１０では、図１０のフローチャートに示
したように制御される。
【０１６２】
　すなわち、図１０に示したように、ステップＳ１において、予め設定された設定長に到
達するまで壁紙１００の糊付け長さのカウントがスタートされる。すなわち、通常の従来
通りの糊付作業のスタートであり、従来から糊付量の進行状況は、表示装置２８に表示さ
れている。
【０１６３】
　そして、ステップＳ２において、検知手段検出手段２２２によって、巻き出し切れ検知
手段２０６を検出したか否かが判断される。
【０１６４】
　ステップＳ２において、検知手段検出手段２２２によって、巻き出し切れ検知手段２０
６を検出した際には、すなわち、壁紙切断用テープ２００の終端Ｔから所定の距離（Ｌ１
）上流側の検知位置Ｓ１にある、巻き出し切れ検知手段２０６を検出した際には、ステッ
プＳ３に進む。
【０１６５】
　そして、ステップＳ３において、検知後の壁紙切断用テープ２００の終端Ｔから所定の
距離（Ｌ１）を検出してからの壁紙１００の糊付長さ（Ｌ２）のカウントがスタートされ
る。
　なお、このように、ステップＳ３において、糊付長さ（Ｌ２）の長さを、ステップＳ１
とは別にカウントするために、ステップＳ１の設定長さで、糊付作業は完了して停止した
としても、次の壁紙の糊付作業によって、糊付長さ（Ｌ２）のカウントが進むこととなる
。
【０１６６】
　そして、ステップＳ４に進み、ステップＳ４において、予め記憶された裁断寸法（検知
後の残り長さＬ２）と、検知手段検出手段２２２で検出された壁紙切断用テープ２００の
終端Ｔまでの寸法Ｌ１を比較して、壁紙切断用テープ２００の終端Ｔまでの寸法Ｌ１が、
所定の交換距離分（Ｌ３）だけ残存する状態か否かが判断される。
【０１６７】
　すなわち、ステップＳ４において、終端Ｔまでの寸法Ｌ１－所定の距離（Ｌ１）を検出
してからの壁紙１００の糊付長さＬ２≦所定の交換距離分Ｌ３か否かが判断される。
【０１６８】
　そして、ステップＳ４において、終端Ｔまでの寸法Ｌ１－所定の距離（Ｌ１）を検出し
てからの壁紙１００の糊付長さＬ２≦所定の交換距離分Ｌ３であると判断された場合には
、ステップＳ５に進み、自動壁紙糊付機１０の壁紙糊付機本体１２の作動が停止される。
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【０１６９】
　そして、この状態で、自動壁紙糊付機１０の壁紙糊付機本体１２にセットされた古い壁
紙切断用テープロール２０２を、新しい壁紙切断用テープロール２０２と交換する。
　この際、古い壁紙切断用テープロール２０２の壁紙切断用テープ２００の終端Ｔと、新
しい紙切断用テープロール２０２の壁紙切断用テープ２００の巻き出し部分を、例えば、
セロハンテープなどのテープで繋げば良い。
【０１７０】
　一方、ステップＳ４において、終端Ｔまでの寸法Ｌ１－検知後の残り長さＬ２≦所定の
交換距離分Ｌ３でないと判断された場合には、再びステップＳ４に戻り（カウントアップ
され）、ステップＳ４において、終端Ｔまでの寸法Ｌ１－所定の距離（Ｌ１）を検出して
からの壁紙１００の糊付長さＬ２≦所定の交換距離分Ｌ３か否かが判断される。
【０１７１】
　一方、ステップＳ２において、検知手段検出手段２２２によって、巻き出し切れ検知手
段２０６を検出しない場合には、ステップＳ６に進み、自動壁紙糊付機１０の壁紙糊付機
本体１２の糊付け作動が継続される。
【０１７２】
　なお、ステップＳ２において、検知手段検出手段２２２によって、巻き出し切れ検知手
段２０６を検出した際には、警告手段２２４により、駆動部２６の表示・操作パネル部２
８に、例えば、音声、光などの警告表示で予告するように構成されている。
【０１７３】
　従って、このように、自動壁紙糊付機１０を、所定の交換距離分（Ｌ３）、例えば、壁
紙切断用テープ２００の終端Ｔから１０～３０ｃｍ手前で、自動壁紙糊付機１０が自動的
に停止するようにするのが望ましい。
　すなわち、後述するように、壁紙切断用テープ２００の交換作業が最もやりやすい長さ
、または、壁紙切断用テープ２００が粘着剤やテープで、例えば、紙管からなる巻き出し
芯２０８に貼り付けられたテープ終端Ｔが、巻き出し芯２０８から外れた時点で、自動壁
紙糊付機１０が自動停止位置Ｓ２で自動的に停止するようにすれば、作業効率が良好で、
新しい壁紙切断用テープ２００と交換することが容易となる。
【０１７４】
　以上、本発明の実施例について説明したが、本発明は、上記実施例に限定されるもので
はなく、例えば、上記実施例では、自動壁紙糊付機１０について、壁紙切断用テープ２０
０として、壁紙切断用下敷きテープ１０４とカットテープ１０６の両方を有する場合につ
いて説明したが、壁紙切断用テープ２００として、壁紙切断用下敷きテープ１０４とカッ
トテープ１０６のいずれか一方を有する自動壁紙糊付機１０に適用することもできる。
【０１７５】
　また、上記実施例では、紙管からなる巻き出し芯２０８に貼り付けられた壁紙切断用テ
ープ２００（壁紙切断用下敷きテープ１０４とカットテープ１０６）の終端Ｔが、巻き出
し芯２０８から外れた時点で、自動壁紙糊付機１０が自動的に停止する時点について、テ
ープの終端Ｔが、巻き出し芯２０８から外れた時点でも可能であるとした。
【０１７６】
　しかしながら、自動壁紙糊付機１０が自動的に停止する時点について、テープの終端Ｔ
が、巻き出し芯２０８から外れた時点から、さらに数センチ程度、または、例えば、５～
１０ｃｍ程度糊付作業によって、テープの終端Ｔが進んだ時点、または、テープの終端Ｔ
が巻き出し芯２０８に貼り付いて、かつ、巻き出し芯２０８にテープが少し巻かれている
状態の時点などの時点とすることも可能であるなど本発明の目的を逸脱しない範囲で種々
の変更が可能である。
【産業上の利用可能性】
【０１７７】
　本発明は、壁紙（クロス）の裏面に、例えば、天井、壁面に貼着するための糊を、所定
の量で、所定の長さの壁紙に自動的に塗布するための自動壁紙糊付機に適用することがで
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きる。
【０１７８】
　より詳細には、壁紙の裏面の幅方向の端部に、例えば、壁紙切断用下敷きテープ、カッ
トテープから構成される壁紙切断用テープを貼着するように構成した自動壁紙糊付機にお
いて、これらの壁紙切断用テープの壁紙切断用テープの巻き出し切れを事前に検知するこ
とが可能で、新しい壁紙切断用テープと交換することが容易な、壁紙切断用テープ、およ
び、壁紙切断用テープを用いた自動壁紙糊付機、ならびに、自動壁紙糊付機の制御方法に
に適用することができる。
【符号の説明】
【０１７９】
１０　　自動壁紙糊付機
１２　　自動壁紙糊付機本体
１２　　壁紙糊付機本体
１４　　本体フレーム
１６　　脚部フレーム
１８　　上部フレーム
１８ａ、１８ｂ　　側板部
１８ｃ　　把手
１９　　ステー部材
２０　　下部フレーム
２０ａ、２０ｂ　　側板部
２２　　係止具
２４　　ローラー
２５　　制御部
２６　　駆動部
２８　　表示・操作パネル部
２９　　壁紙排出部
３０　　壁紙受け部
３２　　壁紙原反ロール
３４　　原反装着架台
３５　　スリット部
３６　　テンションバー
３８　　ガイド板
４０　　裁断部
４２　　上刃
４４　　下刃
４６　　下部ステー
４８　　送り出しローラー
５０　　検尺ローラー
５２　　回転軸
５４　　検尺ローラーアーム
５６　　アーム支点
５８　　調整装置
６０　　バネ
６２　　バネ調整ネジ
６４　　スリット板
６６　　フォトマイクロセンサー
６８　　糊付装置
７０　　ハイテンションローラー
７２　　糊付ローラー
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７４　　糊上ローラー
７６　　ドクターローラー
７８　　押えローラー
８０　　ナラシーローラー
８２　　案内シュート
１００　　壁紙
１０１　　表面
１０２　　裏面
１０２ａ　　一方の端部
１０２ｂ　　他方の端部
１０４　　下敷きテープ
１０６　　カットテープ
１０８　　壁面
１１０　　切断片
１１２　　切断片
１１４　　突合せ部（ジョイント部）
１１６　　ローラー
１１８　　カッター
２００　　壁紙切断用テープ
２０２　　壁紙切断用テープロール
２０６　　検知マーク
２０８　　巻き出し芯
２１０　　有色部
２１２　　金属部
２１４　　情報部
２１６　　異形部
２１６ａ　　切り欠き
２１６ｂ　　貫通孔
２２０　　検知マーク検出制御部
２２２　　検知手段検出手段
２２４　　警告手段
２２６　　記憶部
２２８　　駆動制御部
Ｌ１　　終端Ｔまでの寸法（検知後の壁紙切断用テープ２００の終端Ｔから所定の距離）
Ｌ２　　所定の距離（Ｌ１）を検出してからの壁紙１００の糊付長さ
Ｌ３　　交換距離分
Ｓ１　　検知位置
Ｓ２　　自動停止位置
Ｔ　　終端
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